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学校等でのワークショップの実施結果 

 

１ 実施概要 

⑴ 対象・参加者数 

 ① 小学校 

朝霧小学校 １クラス ３４名 

   沢池小学校 １クラス ３１名 

   江井島小学校 １学年 １１１名 

   錦が丘小学校 １クラス ２８名 

 ② 中学校 

   野々池中学校 生徒会役員ほか ２３名 

   魚住東中学校 生徒会役員ほか １３名 

 ③ 高校 

   明石商業高等学校 生徒会役員ほか １４名 

   明石工業高等専門学校 学習チーム ２３名 

 ④ 大学 

   兵庫県立大学看護学部 応募者 ６名 

  参加者合計  ２５７名 

  意見総数 １，６０８件 

 ⑵ 実施方法 

「こんな明石になったらいいな」「みんなが安全・安心で、自分たちの声が尊重され、

実現できるまち明石」をテーマに自由記述で意見を出し合い、まとめたものをグループ

ごとに発表し、全体で共有しました。 

 ⑶ 実施期間 

   ２０２５年（令和７年）１０月８日から１１月１０日 

 

２ ワークショップでの意見 

⑴ 全体傾向 

カテゴリーごとの意見数は別図のとおり。商業施設、インフラ・通信環境、遊び場・

レジャー、教育・学校生活、公園・緑地整備、公共交通・移動手段など、日常生活に直

結する課題が多く挙げられています。 

 ⑵ カテゴリートップ１０の代表的意見 

  ① 商業施設 

   ・もっと店を増やしてほしい 

別紙１ 

y_takenaka
テキスト ボックス
参考資料１



2 

 

   ・大型ショッピングモールやデパートがほしい 

   ・駄菓子屋をつくってほしい 

  ② インフラ・通信環境 

   ・もっとベビーカーが通りやすいように道を整備 

   ・安心して通えるような通学路をつくってほしい 

   ・公共 Wi-Fi増やしてほしい 

  ③ 遊び場・レジャー 

   ・みんなが楽しめる場所がほしい 

   ・遊ぶ場所を増やしてほしい 

   ・イベントをもっと増やしてほしい 

④ 教育・学校生活 

 ・スマホなどの正しい使い方をもっと教育に入れた方がいい 

 ・体育館にエアコンをつけてほしい 

 ・学校にみんなで話せるようなところがほしい 

⑤ 公園・緑地整備 

 ・こどもから大人まで遊べる大きな公園がほしい 

 ・スポーツができる公園がほしい 

 ・近くにある公園でも校区外だから公園がほしい 

⑥ 公共交通・移動手段 

 ・バスの本数を増やしてほしい 

 ・地下鉄を明石までのばしてほしい 

 ・交通が発展したまち 

⑦ 交流・つながり 

 ・いろんな人とコミュニケーションが取れる明石市がいい 

 ・色んな人が笑顔で話し合える場所 

 ・中学校に向けて、小学校と中学校の交流を増やしたい 

  ⑧ スポーツ施設・設備 

   ・バスケットゴールがほしい 

   ・スポーツができる場所をつくってほしい 

   ・プールをつくってほしい 

  ⑨ 環境・美化 

   ・ポイ捨てなどがないまち 

   ・地域の人たちと協力して海を掃除する 

   ・ゴミが落ちてないきれいな明石にしたい 

  ⑩ 居場所 

   ・フリースペースを増やしてほしい 
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   ・こどもの夢を尊重してくれるこどもの居場所をつくってほしい 

   ・放課後に友達と集まって遊べるスペースが近くにほしい 

 

⑶ 全体の傾向 

 ① 遊び、交流、利便性、安全性、多様性への強いニーズがありました。 

  ② 施設不足、交通不便、情報不足など、現状の課題を具体的に指摘し、改善を求め

る意見が多くありました。 

  ③ 「みんなが幸せ」「みんなが笑顔」「みんなが安心」など、共生、幸福、安心を重視

する価値観が根底に感じられます。 
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